Drumhead model of interface by 川崎, 恭治
Title Drumhead model of interface
Author(s)川崎, 恭治









九大･理 川 崎 恭 治
二相境界面の構造や厚 さを無視 して丁度太鼓の皮と同じようにみなす模型の事をdrumhead
modelと称 しその自由エネルギーは








HISi-/dx[‡(VS)2- iTS2+孟 S4] (2)
とする｡ここでSk)はorderparameter.又,T｡以下を考えているのでT>0.これから平均場近
似の下で境界相がZ-o面にある時の錘 )は瑚 -Metanh(J言 Z)となるo但 しMe-(6T,
9)%oLたがって面の厚 さが無視できる程小さい為には T--の極限をとればよいO但 しMetま
有限に留めておきたいので 9-I-∞ とする｡DHモデルを出す為に今S的-I(I-f(r),r)






























































f/a = LK+Of/a (16)
のような不変な形に書かれる｡(14)式でβf-0とおいたものは最近 cahnとAllen4)によっ
て導かれた結果に一致する｡
尚この研究は太田隆夫氏と共同でなされた｡詳細はプログレスに発表する予定である6.)
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九大 O理 太田隆夫,山崎和子
高分子系の統計的性質については古くから幾多の理論的また実験的研究がある｡しかし,一
方では,70年代前半にdeGennes等によって繰 り込み群理論の適用の有効性が指適されなが
ら,ごく最近までsystematicかつintensiveにそれが行なわれなかったという事実もある｡
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